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序

藤崎遺跡の所在する福岡市早良区の藤崎・百道・高取地区は福岡市の

副都心として地下鉄の開通以来、周辺開発が進んでおり、これに伴う埋

蔵文化財の調査もすでに20次を越えています。

藤崎遺跡はとくに弥生時代から古墳時代初頭の一大墓地群として著名

ですが、今回報告いたします22次・23次調査はこの墓地群の一画と、最

近徐々に分かりつつある砂丘南側後背斜面の調査にあたります。

本書はこれらの発掘調査の成果を収録したものです。本書が、埋蔵文

化財保護に対するご理解の一助となり、また学術研究においても活用し

ていただければ幸いです。

最後になりましたが、調査に際して地権者の皆様をはじめ、多くの方々

のご協力を賜りましたことに対し、心より感謝の意を表する次第です。

平成6年3月31日

福岡市教育委員会

教育長　尾　花　　剛



れいげん
1．本書は福岡市教育委員会が福岡市早良区藤崎．高取におけるテナントビル及び共同住宅建設に先立って緊急発掘調査し

た藤崎遺跡の発掘調査報告書である。

2．本書には第22次調査、第23次調査及び付論を収録する。

3．本書に使用した方位はすべて磁北方位であり、真北からの偏差は西偏6°21′である。

4．遺構は呼称を記号化し、甕棺墓をST、土坑墓をSR、土坑をSK、溝をSD、井戸跡をSE、方形周溝墓をSO、ピットはSP

とした。

5・本書に掲載した遺構の実測．製図は第22次調査を小林義彦．大塚紀宜・尾園晃が行い、第23次調査を中村啓太郎．岡

崇が行った。

6．遺物の整理実測．製図は第22次調査を小林・大塚が行ったが、中～近世の陶器は山村信栄（太宰府市教育委員会）が行

い、第23次調査を中村・古川千賀子（福岡大学大学院生）が行った。

7．本書に掲載した写真は遺構．遺物ともに第22次調査を小林が、第23次調査を中村が撮影した。

8・本書の執筆は各担当者が行い、編集は中村が行った。
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Ⅰ　はじめに

1．　調査にいたるまで

第22次調査

1992年1月22日、石橋誠一氏より、埋蔵文化財事前審査願いが提出され同年3月3日に試堀

調査を有った結果、遺構を2両検出した。その成果をもとに協議を重ね、現状での保存、設計

変更が困難ということになり、記録保存のための発掘調査を行うこととなった。

第23次調査

1992年3月9日、由宇宏貴氏より、埋蔵文化財事前審査願いが提出され、同年9月16日に試

堀調査を行った結果、土坑、溝等を検出した。その成果をもとに協議を重ね、記録保存のため

の発掘調査を行うこととなった。

なお、両調査にあたり、地権者である石橋誠一氏、由宇宏貴氏をはじめ、各工事関係者の方々

には多大なご協力をいただいた。記して感謝いたします。

2・　発掘調査の組織

第22次調査

調査委託　石橋誠一

調査主体　福岡市教育委員会

調査総括　埋蔵文化財課課長折尾学　第1係長飛高憲雄（前任）横山邦継（現任）

庶務捜当　中山昭則　吉田麻由美

調査捜当　小林義彦

調　査　員　大塚紀宜（九州大学大学院）尾園晃（現桂川町教育委員会）藤村佳公恵

調査・整理　百武義隆　大瀬良清子　金子由利子　坂田美佐子　柴田常人　柴田タツ子　土斐

崎孝子　八丁由香　馬場イツ子　堀ウメ子′松本藤子　三栗野明美　村嶋里子

村田悦子　門司弘子　矢川みどり

第23次調査

調査委託　由宇宏貴

調査主体　福岡市教育委員会

調査総括　埋蔵文化財課課長折尾学　第1係長飛高憲雄（前任）横山邦継（現任）

庶務租当　中山昭則　吉田麻由美

調査埴当　中村啓太郎

調査・整理　岡崇　甲斐正耕　西畑盛行　佐藤テル子　西尾タツヨ　緒方マサヨ　柴田勝子

土斐埼初栄　平井和子　矢川みどり
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II　立地と歴史的環境

1．　立地と歴史的環境

藤崎遺跡は、福岡市早良区藤崎．高取・百道に所在する東西400m、南北650mの弥生時代か

ら中世を中心とする複合遺跡群である。1977年の福岡市高速鉄道工事に伴っての1次調査以来、

現在まで既に20次を越える調査が行われている。かつては、北部の藤崎B遺跡と南部の藤崎A

遺跡に分けられていたが、最近の調査成果により両遺跡は一連の遺跡として考えられている。

当該遺跡は早良平野の東北端に位置し、博多湾の左阿恵流によってできた砂州上に形成され

た標高5－6m前後の砂丘上（縄文晩期以降に形成されたと考えられている）とその南側後背

斜面に立地している。遺跡の背後には第3妃の独立丘陵である皿山（標高29m）．鹿原山（標高

32m）等が連なり、これらの南側には後背の低地が広がっている。

周辺の遺跡、特に早良平野についてみてみると、藤崎遺跡のすぐ東500mに同一砂丘に立地す

る西新町遺跡がある。弥生時代中期から終末期の甕棺墓30基、弥生時代終末期から古墳時代前

期にかけての住居跡57軒を検出している。このうち甕棺墓からは、第1号甕棺墓よりガラス製

小玉、第10号甕棺墓よりゴホウラ製貝輪、第19号甕棺墓より銅剣の切先が出土している。また

古墳時代初頭の竪穴住居跡には作り付けのかまどを有したものがあり、かまどの初現を示すも

のと考えられている。

次に西をみると、姪浜遺跡群がある。室見川の西側の砂丘上に立地し、甕棺墓群が検出され、

棺外副葬の可能性がある石剣が出土している。その西をみると、多数の木器や祭祀遺物、製鉄

遺構を検出した下山門遺跡がある。

南をみると、室見川東岸では有田遺跡群、原遺跡群等がある。有田遺跡群は標高15m前後の

独立中位段丘上に立地する旧石器時代から近世までの複合遺跡であり、弥生時代から古墳時代

まで継続的に集落が営まれ、環湊、甕棺墓群等が検出されており早良平野の拠点集落のひとつ

として位置付けられている。室見川西側では、弥生時代後期の環濠集落である野方遺跡をはじ

め広石遺跡群、揚納遺跡、十郎川遺跡、拾六町ツイジ遺跡等がある。

さらに南には早良平野の拠点集落のひとつと考えられる吉武遺跡群、免遺跡群、次郎丸遺跡

群、縄文時代早期から近世までの複合遺跡である田村遺跡群、四箇遺跡群等その他多数の遺跡

が存在する。
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土　藤崎遺跡　2．西新町遺跡　　　　3．姪浜遺跡群　4．下山門遺跡　5・有田遺跡群　　　6・原遺跡群

7．飯倉遺跡　8．拾六町ツイジ遺跡　9．湯納遺跡　10．十郎川遺跡iL　橋本一丁田遺跡12．広石遺跡群

13．野方遺跡　国．次郎丸遺跡群　　15．免遺跡群　　相．吉武遺跡群17．田村遺跡群　　18．四箇遺跡群

Fig．1周辺遺跡分布図（1／50．000）
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2．　これまでの調査

第1次調査　弥生時代前～終末の墳墓群、弥生時代終末～古墳時代前期の住居跡12軒、溝状遺

構、柱穴を検出した。

第2次調査　弥生時代前～後期の甕棺墓60基、石棺墓2基、土壌墓9基、方形周溝墓1基を検

出した。

第3次調査　古墳時代前期の方形周溝墓9基、古墳～奈良時代の住居跡7軒等を検出した。6

号方形周溝墓から三角縁二神二車馬鏡等の副葬品が出土している。

第4次調査　古墳時代前期の甕棺墓2基を検出した。方形周溝墓には小型傍製鏡が副葬されて

いた。

第5次調査　弥生時代前期の甕棺墓2基、石蓋土壌墓？1基を検出した。

第6次調査　甕棺墓5基を検出した。

第7次調査　弥生時代中期～後期の甕棺墓19基、土坑12基を検出した。

第8次調査　弥生時代の甕棺墓2基、溝1条、中世の溝1条を検出したO

第9次調査　弥生時代の方形周溝墓1基、古墳時代の住居跡3軒、中世の溝4条、土坑52基を

検出した。

第10次調査　弥生時代の甕棺墓6基、弥生時代～古墳時代の土坑6基、古墳時代の方形周溝墓

1基等を検出した。

第11次調査　弥生時代の甕棺墓4基、溝1条、古墳時代の溝1条等を検出した。

第12次調査　弥生時代後期の甕棺墓1基、中世の溝、土坑、井戸を検出した。

第13次調査　弥生時代前～後期甕棺墓31基、箱式石棺基1基、方形周溝墓1基、中世の溝、井

第14次調査

第15次調査

第16次調査

第17次調査

第18次調査

第19次調査

第20次調査

戸等を検出した。

中世の溝と井戸を検出した。

弥生時代の箱式石棺墓、古墳時代の竪穴住居跡、古代～中世の溝を検出した。

古墳時代の土坑、柱穴、中世の溝を検出した。

古墳時代後期の炉跡5基、中世の堀立柱建物、井戸を検出したO

古墳時代後期～中世の溝、土坑、堀立柱建物を検出した。

古墳時代後期の土坑、溝、中世の溝、近世の土坑、溝、ピット群を検出した。

古墳時代後期の土坑、溝、平安時代末～鎌倉時代の井戸、溝、近代の土坑、溝を

検出した。

第21次調査　古墳時代後期～奈良時代の竪穴住居跡、堀立柱建物、古代～中世の溝、土坑等を

検出した。
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土第l次調査区　2．第2次調査区　3・第3次調査区　4．第4次調査区　5．第5次調査区

6．第6次調査区　7・第7次調査区　8．第8次調査区　9．第9次調査区10．第10次調査区

lL第日次調査区12・第l2次調査区13．第13次調査区i4．第14次調査区15・第15次調査区

16．第16次調査区17．第l7次調査区l8．第18次調査区19．第i9次調査区　20・第20次調査区

2土　第21次調査区　22・第22次調査区　23．第23次調査区

Fig．2　藤崎遺跡調査区（1／3．000）
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地 点 一名

調査次数
旧地点名 所　 在　 地 面　　 積 調 査 期 間 事　　 業　　 名 時　　　　 代 遺　　　　　　　 構 彿告書 備　　　 考

第 1 地点 第 ．1 地点
福岡市早良
区藤崎 1 丁

目14

明治45年
3 月19 日

川圧岩五郎氏宅 古墳時代 箱式棺
三角線二神
龍虎鏡　 素
環頭大力

第 2 地点 第 2 地点
福岡市早良
区藤崎 1 丁

目38

大正 6 年
昭和 5 年

村 上 研 究 所
弥生時代 ～古
墳時代

箱式石棺
甕棺墓 137集 方格渦文鏡

第 3 地点 第 3 地点
・福岡市早良
区百道 2 丁

、目3

昭和30年代 旧　 刑　 務　 所 弥生時代 甕棺墓 62集

第 4 地点
福岡市早良

区高取 2 丁
目17

昭和50年 井　 戸　 堀　 削 弥生時代 甕棺墓 1 基 138集
彩文土器
（壷）

第 1 次 第 4 地点
福岡市早良

区百道（旧西
区役所前）

4，952㎡
昭和52年 4
月～昭和53
年 6 月

高　 速　 鉄　 道
（地下鉄）

弥生時代一中

世

甕棺墓 91基

石棺墓 4 基
土壌墓 23基

6－2集
特殊墓・．．1基
住居跡…12

第　 2　次 第 5 地点
福岡市早良
区高取 2 丁

目17
439m z

昭和52年

8 月15 日～
9 月15 日．

テナ ン ト　ビ ル
弥生時代～中
世

方形周溝墓 1 基
甕棺墓 60基

土構 9 基

第　 3　次 第 6 地点
福岡市早良
区 2 丁 目2

－807

2 －，700㎡

昭和55年

4 月14 日～
7 月31日

9 基バスター ミ
ナル

古墳時代初頭
奈良～中世

方形周溝墓 9 基
土壌 34基

住居跡　 7 基

80集
三角線二神

二車馬鏡
珠文鏡

第　 4　次 第 7 地点
福 岡市早良
区 2 丁 目

約143 mz
昭和55年

5 月19 日～
5 月28 日

地下鉄出入口A 古墳時代初頭
方形周溝墓 1 基
甕棺墓 2 基

80集 変形文鏡

第　 5　次 第 8 地点
福 岡市早良
区藤崎 1 丁

目 1
約101m 2

昭和55年

5 月 29 日
地下鉄出入田虫 弥生時代師期

甕棺墓 2 基

石蓋土壌墓 1 基
80集

第　 6　次
福 岡市早良
区高取 2 丁

目18

約 150㎡ 昭和57年
12月

地下鉄出入 口C －弥生時代 甕棺墓 5 基

第　 7　次
福岡市早良

区藤崎 1 丁
目 1

200m z

昭和58年

7 月 25 日～
8 月26 日

整 骨 院 増－築 弥生時代
甕棺墓 19基

土壌 12基
137集

第　 8　次
福岡市早良

区高取 2 丁
目144－145

532m 2
昭和58年

10月 18 日～
11月11 日

テ ナ ン ト　ビル
弥生時代 ～中

世

溝　 2 基　 －
井戸 1 塞
甕棺墓 2 基

136集

第　 9　次
福岡市早良
区藤崎 1 丁

目2－29

244m z
昭和測年12月26日
昭和5時2朋 日

賃　 貸　 住　 宅
弥生時代 ～中

世

方形周溝墓 1 条、溝

4 条、土壌 52基、住
居跡　 3 軒

137集

第 1 0 次
福岡市早良
区高取 21丁

目146地
1，963m z

昭和60年
1 月23 日－

2 月14 日

分　 護　 住　 宅
弥生時代 ～中

世

方形周溝墓 1 条、溝

2 条、甕棺墓 6 基、
井戸 1 基

138集

第 1 1 次
福岡市早良

区高取 2－丁
目

443m 2

昭和60年

10月23 日～
11月19 日

ナ テ ン ト　ビル
弥生時代一一中
世

甕棺墓 4 基
溝 3 条

138集

第 1 2 次
福岡市早良

区高取 2 丁
目142

657m 2
（300m z）

昭和63年

5 月25 日～
6 月15 日

大　 賀　 学　 氏
弥生時代～近
世

甕棺墓 1 期、溝　 3
条、土壌 4 基、井戸

1 基

232集

第 1 3 次
福岡市早良
区高取 2 丁

目165

413㎡
（372㎡）

昭和63年

3 月16 日～
7 月26 日

前 田 －サ　 ヨ　氏
弥生時代～近

世

甕棺墓 32基
土壌 10基
箱式石棺墓 1 基 232集

第 1 4 次
福岡市早良
区高取 2 丁

目140外

413mz
（102 ．2m 2）

昭和63年
6 月18 日～

6 月25 日

内　 山　 潔　 氏 中世～近世
住居跡
溝 1 条

土壌 1 基
232集

第 1 5 次
福岡市早良
区藤崎 1 丁

目11－1

287㎡
（204 ．3㎡）

平成 1 年

6 月9－日～
6 月26 日

㈱ －じ　 ゅ　 う
古墳時代～奈
良、平安

土壌、箱式石棺、住

居跡 1 軒、溝 2 条
259集

第 1－6 次
福岡市早良

区藤崎 1 丁
目1■60

147m2
（70㎡）

平成 1 年

9 月7 日～
9 月14 日

三 谷 昭 臣 氏 8 C 前
溝 写条
土壌 1 基

259集

第 1 7 次
福 岡市早良

区藤崎 1 丁
目119 －120 ．

176 ．02㎡
（120㎡）

平成 1年

12 月19 日～
12月23 日

笹 林 宏 子 氏 7 C初 ～130
炉跡　 5 基
井戸
住居跡

259集

第 1 8 次
福 岡市早良 －
区藤崎 1 丁

目59

126 ．24m 2
（66 ．2㎡）

平成 1 年

3 月1 日～

3 月 7 日

崎 叫 健 二 氏
古墳時代後期

一中世

－溝、、住居跡、，
棚列

掘立柱建物
259集

第 1 9 次
、福 岡市早良
区高取 1 丁

目455

674㎡
（350m2）

平成 2 年

3 月6 日～
3 月28 日

株　 式　 会　 社
共　 立　 建　 物

古墳時代後期

～近世

土壌、溝

ピット群
260集

第 2 0 次
福岡市早良

，区高取 2 丁目173

寧73m 2
（185㎡）

平成 2 年

5 月23 日～
7 月 4 日

吉 －田 雅 昭 氏
古墳時代後期

～近代

土壌、溝
井戸

338集

第 2 1 次
福一岡市早良

区藤崎 1 丁
333㎡

平 成 4 年

1 月 13 日～
株　 式　 会　 社 古墳時代後期

溝、土壌

住居跡 338集
目56 （175m 2）

2 月 8 日
オ　 ー　 ク　 ニ ～中一陛

掘立柱建物

第 －2 2 次
福岡市早良
区藤崎 1 丁

目6

261m 2
（178㎡）

平成 4 年
7 月13 日～

8 月31潤

石 橋 誠 一 氏
弥生時代～近
世

甕棺墓 17基

土壌墓 1 基
方形周溝墓 （？）－1

本書

第 2 3 次
福岡市早良
区高取 2 丁
目15－19 －

423m 2
（238m 2）

平成 4 年

10月26 且～
11月18 日

由 宇 宏 貴 氏
古墳時代～中
世

溝、土壌、ピット 本書

Fig．3　調査区一覧表
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III．第22次調査
1．調査の概要
第22次調査地は、古砂丘上に拡がる藤崎遺跡のほぼ中央部にあり、標高は4・5－4．7mである。

本調査地の南側には第15次調査地が、また東側には第7・2．13次調査地がつづき、弥生時代

の甕棺墓や箱式石棺墓から中世の溝など多くの遺構が検出されている遺跡群中で最も濃密に遺

構の分布する地域である。

調査地の基本層序は、上層より近世～現代を中心とした数層に及ぶ客土層、黄褐色土層、黄

褐色砂層、暗褐色砂層とつづいて基盤層の黄白色砂層に至る。地表下65－130cmで検出した暗褐

色砂層は、北から南へむかって緩やかな傾斜を示し、この上面に中・近世の遺構が掘り込まれ

ている。この砂層は古墳時代～中世の遺物を含み、30～60cmの厚さで堆積している。この遺物

包含層を除くと地表下90－150cmで基盤層となる黄白色砂層に達し、ここに弥生時代中一後期の

甕棺墓群が形成されている。遺構面は古砂丘の形成面に沿って南へ緩傾斜している。

調査では、重層する2面の遺構面を検出したO　第1面の遺構面では中一近世の土坑や溝を検

出したが、その遺存状況は良くない。また、第2両の遺構面では弥生時代中一後期の甕棺墓や

土壌墓と方形周溝墓を検出した。

Fig．4　第22次調査区周辺現況図（1／500）
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2・調査の記録
1．第1面の調査

第22次調査では、遺物包含層上面と古砂丘上で2両の遺

構面を検出した。第1面は、地表下30－60cmの暗褐色砂層

の上面で検出した遺構面で、標高は3・6－4・1mである。この

第1両からは中一近世の土坑3基、石組遺構1基、井戸跡

2基、溝1条のほかにピット等を検出した。ピットの中に

は基礎石と考えられる扁平な転石を底面に敷いたものもあ

るが、建物跡としてはまとまらなかったO

井戸跡（SE）

第1面では2基の井戸跡を検出した。井戸側に平瓦や板

材を用いたもので、近世～近代に比定されるものである。

101号井戸跡（Fig．5．34PL．2）

調査区の中央にある近世の井戸跡で、平瓦の井戸側をも

つ。掘り方の平面形は、径約4mの円形で、中央に径約1m

の井戸側を穿つO　井戸側は平瓦を縦に継ぎ合せて組上げて

いるO　掘り方からは銅銭や中一近世の陶器が出土した。

出土遺物（Fig・34）

155は掘方より出土した「寛永通賛」で、上半を欠く。

108号井戸跡（Fig．5．PL・3）

調査区の北端にある近代の井戸跡である。1．1－1・3mの

方形の掘り方に沿って井戸側を配する。井戸側は35cmの方

形のコンクリ板を3枚並置し、その上に幅20－30cmの板材

を重ねているが、東側は板材のみを立て重ねている。

出土遺物（Fig．7）

1は決り込み高台の雑釉陶器で、底径5．3cm。胎土はきめ

細かく、淡緑灰色の釉がかかり、見込みには砂目跡が残る。

土　坑（SK）

第1両では中一近世に比定される3基の土坑を検出し

た。平面形は楕円形～方形をなすが、その用途は定かでな

く形態的な相違がそれに起因するものかは判然としない。

－　8　－
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Fig－5　第1面遺構配置図（1／150）



106号土坑（Fig．6．PL．4）

調査区の北西部で検出した小型の土坑で、107号土坑のすぐ南側に位置する。平面形は、長軸

92cm、短軸76cmの楕円形プランをなし、主軸方位をN－8。－Eにとる。覆土は明茶褐色砂で、坑

底よりやや上面から近世の土瓶が押し潰された状態で出土した。

出土遺物（Fig17．PL．17）

2は素焼きの蓋で、口径6cm。身受けの返りは直言し、天井部に宝珠形の摘みがつく。3は

注言部を欠く陶器の土瓶で、口径8cm、底径6・9cm、器高は12・6cm。休部上半に羽状の線文があ

り、浅黄色の半透明釉がかかる。体部下半はへラヶズリ、内面はヨコナデ調整。

107号土坑（Fig16．PL．4）

調査区の北西隅にある土坑で、106号土坑の北に位置する。平面形は一辺が120－130cmの隅丸

方形をなし、壁面は緩やかに立ち上がる。坑底は平坦で、断面形は逆台形をなす。

SK－106

H・4．4m

3、　轡　　　　　′と

き妄＝≡＝＝＝＝Z≡

SK－107

0　　　　　　　　　　　　1m

［Ii．口　　i　　　　　）

Fig．610い1°7・109号土坑実測図（1／30）
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覆土は明褐色砂で、上面から近世の土師皿が重なって出土した。

出土遺物（Fig・7）

4．5は土師器小皿やある。休部はロクロ引き上げしてヨコナデ調整し、底面はへラヶズリ。

鹿部内外面には黒色物が付着している。胎土は精良で微細砂を含む。4は口径11．4cm、器高1．

6cm。5は口径10・7cm、器高1・6cm。

109号土坑（Fig・6．PL．4） ⊆フ『．

調査区の北東隅部で検出した土坑

で、西側は108号井戸跡に切られてい∈≡≡∃。＝＝ゴク
4

る。平面形は、長軸150cm、短軸130cm

の隅丸方形プランをなす。壁面は緩や　　　　　5
かに立ち上がり、坑底は東側がやや低

い凹レンズ状を呈する。
0　　　　　　　　10cm

l田　口；　一一一一一j

Fig－7．106・107号土坑・108号井戸跡、出土土器実測図（1／4）

石組遺構（SX）

103号石姐遺構（Fig・8．PL・3）

調査区の南側にある矩形の石組施設である。石組

は10－18cmの大きめの転石を基石として横位に3

～4列に並べ、その上に小振－りの転石を1－2段積

み上げている。石組は北側の基石が4列、西側の基

石は3列が遺存する。石組は東と南側が消失してL

字形をなすが、本来的にはコ字形か四周を囲んでい

たものかは明らかでない。坑底には炭片を含む黒色

砂が薄く堆積していたが、石には二次焼成痕はない。

溝　遺　構（SD）

102号溝（Fig・5．PL．17）

調査区の南端部にある溝幅は1－1・5mで、直線的に

のびる。壁面はやや急峻に立ち上がり、逆台形の断面

形をなす。溝底は平坦で、北へ緩やかに傾斜する。覆

土は上層から灰褐色砂、赤褐色砂、暗赤褐色砂がレン

ズ状に堆積し、古代～近世までの遺物を含む。

出土遺物（Fig．9）

6．7は土錘。径4－7mmの棒材に粘土を巻いてナデ調整。

－10　－

1m

Lr11－i－．　－　Ⅰ

Fig．8・103号石組遺構実測図（1／30）

。日。貞

ぬ
＼ヽノ　／

、・．J．

SD－102　SD－102　　SD－102　SX－113

0　　　　　　　　　　　10cm

」1－．。　一一一　」

Fig・9．第1面遺構出土土錘実測図（1／3）



3・第2面の調査

第2両は、第1両の遺構がのる層厚30－60cmの暗褐色砂

層下に形成された古砂丘上の遺構面である。標高は北側が

3．6m、南側が2．6mで南へむかって緩やかに傾斜する古砂

丘の後背面に沿って形成された遺構面である。

第2両では、甕棺墓17基、土壌墓1基、方形周溝墓1基と

土坑4基のほかにピット等の遺構を検出した。このうち甕

棺墓は4、児墓1基を除いては弥生時代中期後半のものであ

る。また、方形周溝墓は甕棺墓を削平して営まれているこ

となどから古墳時代初め頃のものと考えられる。これらの

墳墓群は、藤崎遺跡における弥生時代前期から古墳時代初

めにかけての墳墓城の変遷の有り様を物語るものである。

甕　棺　墓（ST）

甕棺墓は17基を検出した。東接する7次調査区で20基、

2次調査区で55基、13次調査区で31基が検出されており、

本調査区周辺が甕棺墓城の中心をなす。甕棺墓の中には半

裁した筒型器台を副葬する217号甕棺墓や小型壷下から成

人の頭部骨を検出した206号甕棺墓は特筆すべきものである。

201号甕棺墓（Fig．11．13・PL．6・15）

調査区の南西隅で検出した春田式の小児墓で、202号甕棺

墓より新しい。甕棺は上下ともに甕形土器で、上甕は口頸

部を打ち欠いている。甕棺は、202号甕棺墓直上に21．5。の傾

斜で埋置され、N－87．5。－Wに主軸方位をとる°　墓壙は、

大きめの楕円形をなす。

上甕0個ま、言綾部を打ち欠く丸底の甕型土器で、現存高

は26．5cm。球形の胴部は、内面がへラヶズlL　外面は粗い

ハヶ目調整を施している。胎土は良質で、色調は褐色。

下甕（11）は、口径17．2cm、器高31・5cmを測る丸底の甕形土

器である。「く」字状の口綾部は端部を小さく摘み出し、胴

部は球形をなす。調整は口縁部がヨコナデ、胴部は内面が

ナデーへラヶズリ、外面は粗いハヶ目で下半部はナデ消し

ている。胎土は良質で、色調は淡赤褐色。

ー11－

5m」
Fig．10・第2面遺構配置図（1／1帥）



202号甕棺墓（Fig11・14・PL．6・7・15）

調査区の南西隅で検出した春田式の成人墓で、201号甕棺墓より古い。北2mの距離には203号

甕棺墓が、主軸を同じくして縦列位にある。甕棺は上甕に中型、下甕に大型の甕形土器を用い

ている。甕棺は、ほぼ水平に埋置した下甕に20。の傾きをもって上甕を挿入しているO下甕奥に

は頭蓋骨片が遺存しており、下甕鹿部を頭位とする仰臥屈葬であろう。墓壙は125×240cmの楕

円形プランを呈し、主軸方位をN－1．5。1Wにとる。

上甕（1鋸ま、口径46・1cm、底径10cm、器高69．2cmの甕型土器。「T」字状の口綾部は内唇が強く

張り出す。倒卵形の胴部中位に

は三角凸帯が1条巡る。調整は、

言縁部と凸帯部がヨコナデのほ

かはナデ。胎土は細～中砂粒を

多く含む。

下甕（勒ま、口径54cm、底径13．3

cm、器高99cmの大型の甕形土器。

「T」字状の言縁部は内唇が肥

厚して大きく張り出し、外唇に

むかって外傾する。胴部はスマ

ートな砲弾形で、中位にシャー

プな三角凸帯が2条巡る。内外

面とも押圧後にナデ調整O　胎土

には純一小砂粒を含む。

203号甕棺墓

（Fig．12・14．PL．7．15）

調査区の南西部で検出した摸

口式の成人墓で、202号甕棺墓と

2mの距離を隔てて縦列する。

甕棺は上甕に鉢型土器、下甕に

甕型土器を用いている。甕棺は、

145×240、cmの楕円形の墓壙に

4。の傾斜をもって埋置され、主

軸方位はN－7。－Eにとる。下

甕の口縁部下には大腿骨が遺存

しており、下甕鹿部を頭位とす

ST一201

ST－202

0
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Fig．1土201・202号甕棺墓実測図（1／30）



る仰臥屈葬であろう。

上甕（湘ま、口径60・8cm、底径

13cm、器高38・9cmの鉢型土器。

短く外傾する逆「L」字状の口綾

部は、内唇を小さく摘み出す。

胴部は半球形で、口縁部下にシ

ャープを三角凸帯が1条巡る。

言縁～凸帯がヨコナデ、外面は

粗いハヶ目。内面はナデ調整で

底面に指頭押圧痕が残る。胎土

は砂粒と雲母を多く含む。

下甕（1鋸ま、大型甕で口径64cm、

底径12．8cm、器高94・1cm。内唇

が強く張り出す「T」字状の言綾

部は大きく外傾し、砲弾形の胴

部中位にはシャープな三角凸帯

が2条巡る。調整は口縁と凸帯

がヨコナデ、外面は縦ハヶ目後

にナデ、内面はナデで底面に指

頭押圧痕が残る。外面は煤様の

黒色顔料が付着している。胎土

は砂粒と雲母を多く含む。

204号甕棺墓

（Fig・12．13．PL・8・15）

調査区の南西端で検出した単

口式の小児墓で、205号土壌墓の

北にある。甕棺は楕円形の浅い

墓壙に31。の傾斜をもって埋置

している。甕棺は板材をもって

蓋としたものであろう。

甕（12）は、口径36．8cm、底径9．7

cm、器高43・5cmの甕型土器であ

る。逆「L」字状の言縁部は口唇

二■l／
ST－204

H．3．4m

＝／　－

1m

LL－1－－「ロ　ー　－」

ラ声

Fig．12・203・204・206・207号甕棺墓実測図（1／30）
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土－田l口　i　　　　　－i一　　　一一一一∃

Fig．13．2。1・204．206407号甕棺実測図（1／8）
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を丸くおさめ、内唇を小さく摘み出す。胴部は倒卵形で、言縁部下に1条の三角凸帯を巡らす。調

整は、口綾部～凸帯がヨコナデ。胴部は外面が縦ハヶ目、内面はナデて仕上げ、鹿部には指頭押

圧痕が残る。胎土には細～中砂粒と雲母を多く含む。胴部外面には煤様の黒色物が付着している。

206号甕棺墓（Fig．12・13・PL．8・15）

調査区の中央部で検出した合口式の小児墓で、207号甕棺墓の西方2mにある。甕棺は丹塗り

の甕形土器を胴部上半と下半に半裁して上下甕としている。甕棺は長軸70cm、短軸50cmの楕円

形プランの墓壙に27。東偏してほぼ水平に覆い重ねて埋置しており、土器蓋の土壌墓的様相をな

す。北側甕下からは青年期と推定される顎の骨と歯が出土した。

Fig．14．202・203号甕棺実測図（1／12）
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上下甕（13・14）は、胴部上半

と下半に半裁して上下甕とL sT－210

た丹彩の甕形土器で、口径32．2

cm、底径8．2cm、器高は27．5cm。

逆「L」字状の口縁部は上端を水

平にし、端部にはへラ工具による

刻み目を施す。口縁部下に1条、

胴部上半に2条の「M」字凸帯

が巡るO　調整は外面が研磨、内

面は押圧後にナデ。胎土は精良。

207号甕棺墓

（Fig・12・15・PL．9・15）

調査区の中央部で検出した小　sT，211

児墓で、206号甕棺墓の東方2m

の距離に位置する。甕には言頸

部を欠いた壷型土器を用いてい

るが、上甕の存否は明らかでな

い。甕棺は長軸80cm、短軸55cm

を測る楕円形の墓壙に26。の傾

斜をもって埋置されている。

甕（15）は、口頸部を欠く壷型土

器で、底径7cm、現高23．2cmを

測る。胴部は玉葱状の扁球形を

なす。調整は内面が押圧後に

ナデ、外面はナデ後に粗く研磨

して仕上げている。胎土は良質

で細～小砂粒と雲母を多く含

み、色調は明黄褐色である。

210号甕棺墓

（Fig．15．16・PL10・15）1

調査区の北側にある小児墓で、

212号甕棺墓より新しいO墓壙の

西半部は中土坑に削平されてい

H3・5m

1m

［＿一一一一一口lⅰ　一一一一一一一二∃

Fig．15・210・－215号甕棺墓実測図（1／30）
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Fig．16・210～213号甕棺実測図（1／6）
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る。甕棺は主軸方位をN－57。－Wにとり、21。の傾きをもって埋置される。甕棺は鹿部を高くして

いることから遺存する甕は上甕で、本来は合口式の甕棺墓であったと思われる。

甕eo）は、口径28．8cm、底径9．3cm、器高30．5cmの甕形土器。「く」字状の口綾部は短く外反し、上

唇は小さく肥厚する。調整は外一面が阻いハヶ目、内面は押圧後にナデで底面には指頭圧痕が明瞭に

残る。胎土には小一中砂粒を含み、色調は褐～赤褐色。

211号甕棺墓（Fig．15．16・PL10・16）

調査区の北側で検出した接言式の小児墓で、210号甕棺墓に北隣摸して位置し、222号土坑を切っ

ている。甕棺は上下甕ともに甕形土器を用いる。甕棺は主軸方位をN一2。－Wにとり、長軸80cm、

短軸57cmの楕円形の墓壙内にほぼ水平に埋置されている。

上甕el）は、口径31．8cm、底径9．3cm、器高31・8cmの甕形土器である。「く」字状の言縁部は短く外

反し、端部は肥厚気味に丸くおさめる。調整は、外面が粗いハヶ目、内面は押圧後にナデて仕上げ

ている。胎土は良質で小砂粒を含み、淡褐色を呈する。

下甕鋤は、口径31・5cm、底径9．5cm、器高32．1cmの甕形土器である。「く」字状に外反する言縁部

は端部が大きく肥厚し、倒卵形の胴部は器肉が薄い。調整は、外面が粗い縦ハヶ目、内面は押圧後

にナデて仕上げている。胎土は良質で小一中砂粒を少量含み、色調は淡褐色。

212号甕棺墓（Fig．15・16・PL・10・16）

調査区の北側にある単口式の小児墓で、北側は210号甕棺墓に、また上面は方形周溝墓の溝に切

られている。甕棺は楕円形プランの墓壙に51。の急傾斜をもって埋置され、N－32．5°－Eに主軸方位

をとる。甕棺には甕形土器を用い、板材を蓋として棺口を覆ったものであろう。

甕e3）は、口径31cm、底径7．6cm、器高31．1cmの甕形土器。「T」字状の言綾部は外唇が小さく垂

れ、胴部は倒卵形をなす。外面は粗い縦ハヶ目、内面は押圧後にナデ調整。胎土は良質。

213号甕棺墓（Fig．15．16．PL．11・14）

調査区の北西部に位置する合口式の小児墓で、南側は223号土坑を切っている。甕棺は言頸部を

欠いた小型の壷型土器を上甕に、大きめの壷型土器を下甕としている。甕棺は主軸方位をN－5。

－Wにとり、楕円形の墓壙中央に37．5。の傾きをもって埋置している。甕棺は上面の削平によって上

甕の鹿部が下甕内に転入しているが、その道存状況から春田式であろうか。

上甕伽は、言頸部を打ち欠いた壷型土器で、底径8・5cm、現高26．9cmを測る。胴部は玉葱状の扁

球形をなし、最大径部には1条のシャープな三角凸帯が巡る。胎土には細～粗砂粒と雲母を多く含

み、色調は明赤橙色～黄橙色。

下甕矧ま、口径34．8cm、底径9．8cm、器高46．1cmの広口の壷型土器である。言綾部は鋤先状をな

し、頸吉田ま短く外反して立ち上がる°胴吉田ま肩の張った玉葱状で、最大径部に2条の三角凸帯が巡

る。調整は言頸部と凸帯がヨコナデ、外面は丁寧な研磨状のナデ、内面はナデ。胎土は良質で

細～小砂粒と雲母を多く含み、色調は黄橙色。凸帯部には丹零れの跡が残る。

－18　－



STー217 ST－216

－、首　ヽ

グ

1m
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Fig．17．216～220号甕棺墓実測図（1／30）
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214号甕棺墓（Fig．15・18・PL・11・16）

調査区の北東隅部で検出した小児墓で、挽乱による消失が著しい。棺には甕形土器を用い、単口

式の可能性が考えられるが判然としがたい。甕棺はN－61。－Wに主軸方位をとり、楕円形の墓壙内

にほぼ水平に埋置されている。

甕留別ま、鹿部を欠く甕型土器で、口径29．6cm、現高33．2cmを測る。逆「L」字状をなす言縁部は

内唇が小さく張り出し、胴部は倒卵形をなす。調整は、外面が縦ハヶ目、内面は押圧後にナデて仕

上げている。胎土には石英や長石粒を含み、色調は淡－黄褐色。

215号甕棺墓（Fig．15．18．PL・11・16）

調査区の北側にある春田式の小児墓である。西側は218号甕棺墓を切り、南半部は方形周溝墓に

よって削平されている。甕棺は上甕に口縁～胴部上半を欠いた壷型土器、下甕に甕形土器を用いて

いる。甕棺は主軸方位を南北にとり、楕円形の墓壙内にほぼ水平に埋置されている。

0　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　30cm

L田田1　　言　　　　　　i　　　　　　二Ⅰ

Fig．18．214・215・218．220号甕棺実測図（1／6）

－　20　－



上甕は、胴部上半を打ち欠いた壷型土器で胴部は玉葱状をなし、1条の三角凸帯が巡る。

下甕e7）は、口径33・6cm、底径8．4cm、器高35．9cmの甕形土器。厚い逆「L」字状の口綾部は内唇が

小さく張り出す。調整は、外面が粗い縦ハヶ目、内面はナデて仕上げ底面には指頭圧痕が明瞭に残

る。胎土には細～中砂粒や雲母、赤褐色粒を含む。色調は淡黄～淡灰褐色。

216号甕棺墓（Fig17．PL・9）

調査区の北側で検出した小児墓で、212号甕棺墓と217号甕棺墓の間に位置する。甕棺は南半部を

方形周溝墓に、また北半部は建物の基礎杭によって破壊され、その大半が消失している。甕棺には

甕形土器を用いているが、図示はできなかった。

217号甕棺墓（Fig．17・19・20．PL．12・16・17）

調査区の北側にある合口式の成人墓で、220号甕棺墓より新しく、方形周溝墓より古い。上甕は

大型の鉢型土器、下甕は大型の甕形土器である。墓壙は50－60cmほど直言して掘り下げ、緩やかに

傾斜して更に掘込む2段掘りの構造をもつ。甕棺はこの墓壙に32。の角度をもって埋置し、主軸方位

をN－31．5。－Eにとる。上甕は上面は下甕に覆い被さるが下面は口縁端から大きく離れている。

甕棺の接言には箇型器台の受け部を半裁して左右に配している。
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上甕帥は、口径60cm、底径11・4cm、器高46．8cmの鉢

型土器。逆「L」字状の口綾部は折り曲げる様にして造

り出す。胴部は扁球形で、口縁部下にはシャープな三

角凸帯が1条巡る。調整は言綾部がヨコナデ、外面は

粗い縦パケ目、内面はナデで底面には強い指頭押圧痕

が残る。胎土は砂粒と雲母を多く含み、赤褐色。

下甕81）は、口径43．4cm、底径12cm、器高72．3cmの甕

形土器で、言綾部は逆「L」字状をなす。倒卵形の胴部

には1条の三角凸帯が、言緑部下に2条の「コ」字凸

0　　　　　　　　　　　　　　　　20cm

L」」－⊥」一一一一一一一一一＿⊥一一」

Fig・20．217号甕棺墓副葬遺物実測図（2／5）

帯が中位に巡る。口綾部と凸帯がヨコナデのほかはナ

デ調整。外面には煤様の黒色顔料が塗布されている。胎土は良質で細砂と雲母を多く含む。

34は、口径13．3cmの丹塗りの筒型器台。鍔部は短く張り出し、受け部は直言して立ち上がる。

受け部～鍔部にはへラ先状工具による暗文が描かれ、鍔部直下には4ヶ所の透かしが対位に穿

たれる。口緑～鍔部はヨコナデ、筒部は研磨状の丁寧なナデ、内面はヨコナデーナデ調整。

218号甕棺墓（Fig．17・18・PL・11．16）

調査区の北側で検出した単言式の小児墓で、東側は215号甕棺墓に切られ、上半は消失してい

る。甕棺は楕円形の墓壙に約32。の傾きで埋置され、主軸方位をN－38。－Eにとる。

甕留別ま、口径33．6cm、底径8．3cmの甕型土器。逆「L」字状の言綾部は内唇が小さく張り出し、

胴部は倒卵形をなす。調整は、外面が粗．い縦ハヶ目、内面は押圧後にナデ。

219号甕棺墓（Fig．17・19・PL・12・16）

調査区の北西部に位置する合口式の成人墓であるが、挽乱が著しく道春状況はきわめて悪い。

甕棺は上下甕ともに大型の甕形土器を用いている。墓壙は一旦竪穴を掘り、その北側を更に掘

込む2段掘りの構造

をなす。

上甕脚は、胴部下

半を欠く大型の鉢

で、口径は60．8cm。

「T」字状の言綾部

は、丸く肥厚した内

唇から外唇へ小さく

外傾する。言縁下に

はシャープな三角凸

帯が1条巡り、胴部

ⅲ

11－．．11　－　　　－－」

Fig．21・205号土鳩基実測図（1／30）
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は扁球形に窄まろう。調整は、口縁～凸帯部がヨコナデ、内部はナデ、外面は縦ハヶ目。

下甕¢別ま、口径52cm、底径12cmの大型甕で、器高は76cmに復原される。「T」字状の言綾部は、

肥厚した内唇から外唇に小さく外傾し、胴部は砲弾形をなす。調整は、口綾部がヨコナデ、胴

部はナデで下半部は粗い縦ハヶ目を施す。胎土は良質で細～小砂粒を含む。

220号甕棺墓（Fig．17．18．PL・12・16）

調査区の北半部にある単口式の小児墓で、南側は217号甕棺墓に切られている。甕棺は円形の

墓壙内に水平に埋置され、N－19。－Wに主軸方位をとる。蓋材は明らかでないが、木蓋で棺口

を覆ったものであろう。甕自体が小さいことから乳幼児を葬ったものかと考えられる。

甕佃は、口径20．1cm、底径9・6cm、器高20cmの甕形土器。直言して立ち上がる逆「L」字状の

口綾部は内唇が小さく張り出し、胴部は膨らみの小さい樽状をなす。調整は内外面ともナデで

鹿部には指頭押圧痕が残る。胎土には細～中砂粒を多く含み、色調は淡黄褐色。

土　壙　基（SR）

205号土壙基（Fig・21・PL・13）

調査区の南東隅にある素掘りの土壌墓で、204号甕棺墓に南接する。主軸方位をN－55。－Wに

とり、平面形は長軸は約200cm、短軸60cmの隅

丸長方形プランをなそう。壁面はやや急峻で、

床面は浅い凹レンズ状をなす。覆土は淡灰黒

色砂層のみで、側板等の痕跡を示す腐食物層

の堆積は観察されなかった。遺物はないが、

甕棺墓群に前出するものであろうか。

土　　坑（SK）

第2両では、4基の土坑を検出した。平面

形はいずれも楕円形プランをなすが、その用

途は判然としない。時期的には遺物の出土が

なく明らかでないが、土坑上面に弥生時代中

期後半の甕棺墓が営まれていることから、中

期中頃以前のものとだけは云えよう。

208号土坑（Fig．22・PL．13）

調査区の南側にある楕円形の土坑で、203号

甕棺墓の東2mに位置する。土坑は長軸195

cm、短軸170cmの歪んだ楕円形プランで、断面
1m

L－．．13　　　　－　1

Fig・22・208号土坑実測図（1／30）
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形は浅い凹レンズ状をなす。土坑の北

辺には6個の扁平な転石が土坑長軸と

直交して並置している。覆土は黒色砂

で、転石周辺は炭片が混入していた。

遺物はなく、時期は決Lがたい。

222号土坑（Fig．23・PL・13）

調査区の北西部では検出した大型の

土坑で、北側は223号土坑に、南側は211／

号甕棺墓に切られている。平面形は、

長軸270cm、短軸135cmの楕円形プラン

を呈し、主軸方位をN－44°－Wにと

るO　緩やかに立ち上がる壁面は深さが

65cmで、断面形は浅い舟底状をなす。

覆土は明茶褐色砂で、遺物は未出土。

223号土坑（Fig・23・PL．13）

調査区の北西部にある土坑、北側は

213号甕棺墓に切られている。平面プラ

ンは、長軸132cm、短軸80cmの楕円形を

呈し、N－59。－Wに主軸方位をとる。

壁面は深さ45cmで、やや急峻に立ち上

がり、断面形は逆台形をなす。覆土は

茶褐色砂で、なんらの遺物も出土しな

かった。

224号土坑（Fig．23．PL．14）

調査区の北東部で検出した小型の土

坑で、217号甕棺墓の東に位置し、その

上面は方形周溝墓の溝（SD－221）に削

平される。平面形は、長軸106cm、短軸

75cmの楕円形プランを呈し、主軸方位

をN－19°－Eにとる。壁面は緩やかに

立ち上がり、断面形は浅い舟底状をな

す。覆土は茶褐色砂で、遺物は未出土。

SK－222

≠

ア　2m

＼　　　　　　　　　　　　　　　　　／
－　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　／

ヽ、　　　　　　　　　　　　　　　　　一一．
．一一一．．一　一，・．一一　一′

－

H・3．6m

Fig・23．222～224号土坑実測図（1／40）
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方形周溝墓（SO）（Fig．24．PL．14）

調査区のほぼ中央部で、方形周溝墓の南北溝と考えられる並走する2条の溝（SD－209・221）

を検出した。北側の周溝は溝幅が3．5－4．2mで、溝底近くで小さなフラット面を造る2段掘りの

構造をなす。一方、南側の周溝は溝幅が1．5－2．5mで北側周溝に比べてやや狭く、断面形は底面

が浅い凹レンズ状の逆台形をなす。この2条の溝から復原すると、一辺が約11mの方形周溝墓と

なり、周溝の内法は5mである。埋葬主体部は中央部のほどんどが捜乱を受けており検出できな

かった。また、この周溝墓に伴う副葬遺物がなく明確な時期決定はなしがたいが、北側の周溝

が217号甕棺墓を削平して開削されていることから弥生時代後期～古墳時代初めに位置づけら

れよう。一方、東隣する第7次調査区ではこれに繋がる周溝は未確認であり、東側の周溝は調

査区端で直ちに屈曲するものと考えられる。

出土遺物（Fig・25・26．PL．17）

35－41は北側の周溝SD－209から出土。35は口径7．1cm、底径4・9cm、器高13・4cmの直言壷。

口縁部は小さく外反して短く立ち上がり、胴部は扁球形をなす。調整は言綾部がヨコナデのほ

かはハヶ目で、胴部下半はハヶ目をナデ消す。胎土には細～中砂粒を含む。36は胎土の精良

な丹塗りの壷で、底径は9・5cm。37－40は甕形土器。37は口径14．1cm、底径4．9cm、器高13・4

cmの小型甕。言綾部は短く「く」字状に外反し、樽状をなす。外面はハヶ目、内面はナデ調整。

1．時赤褐色土礫、コンクリ片を
多量に含む
2．時赤褐色土　上層はコンク11
1トで被われる。礫、陶磁片
を含む
3．暗褐色土　荒い砂質層
4黄褐色土　荒い砂賃層
5暗褐色土　赤褐色土がプロッ
タC状に混入する砂質層
6．囁褐色土　黒土色がブロック
状に混入する砂質層
7．嗜赤褐色土　黄褐色土がプロ
ッタ状に混入する
8．黒褐色土　赤褐色土がブロッ
ク状に弱干混入
91暗褐色土
10．時褐色土
11．にぶい黄褐色
12．暗褐色土　赤褐色土、黒色土
がブロック状に混入する。や
や粘土質を含む砂質層
13．暗褐色土12よりも黒みがか
る。炭を鶉干含む
14．嗜赤褐色土
すい。
15．黄褐色土
161浅黄色土
17．黒褐色土
18．褐色土
19・暗赤褐色土
20．黄褐色土
2土明黄褐色土
がかる
22．明赤褐色土
23．明赤褐色土
じる

砂質層。崩れや

砂質層
砂質層
やや粘土質混じる

砂賃層

砂質層やや黒み

砂質層
多少粘土質が混

Fig．24．230号方形周溝墓実測図（1／150）
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38は口径17．2cmで、「く」字状の言縁部は内考気味に立ち上がり、内唇は小さく摘み上げている。

胎土は砂粒を多く含む。39は口径25・3cm。逆「L」字状の言綾部は内唇を小さく摘み出し、外

唇は肥厚する。口縁部下にシャープな三角凸帯が1条巡る。胎土には砂粒を多く含む。40は底

径8・4cmで、胴部は倒卵形をなす。胎土は砂粒と雲母を多く含み、外面には煤様の黒色顔料が遺

存している。調整は外面が縦ハヶ目、内面はナデ。41は、底径19・2cmの高塀脚。脚はラッパ状

に開き、外面には粗いハケ目が残る。胎土は砂粒を多く含む。

Fig・25．230号方形周溝墓（SD－209）出土土器実測図1（1／4）
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42－45は南側の周溝SD－221より出

土。42は口径26・8cmの広言壷。頸部は

短く直言して立ち上がり、言綾部上面に

は粘土紐を貼りつけて段をなす。頸部と

胴部の境にはシャープな三角凸帯が巡／

る。調整はハヶ目後にヨコナデ。43は

口径25・6cmの複合口縁壷。直言する口縁

部は端部が内傾し、頸部との境は三角凸

帯状の段を造る。胎土には砂粒と雲母を

多く含む。44は口径11・2cmの小型壷。

「く」状字状の言縁部は短く外反し、胴部

は扁球形をなす。口緑部がヨコナデ、胴

部はナデ調整で内面にはハヶ目が残る。

45は口径19cmの須恵器甕。口綾部は短く

外反し、端部は外方に小さく摘み出す。

内外面ともヨコナデ調整。濃灰色。

‥二一一一一一‥一一三二…一一‥一一二

一一三一
10
cm

0
Ⅲ

Fig．26・230号方形周溝墓（SD－221）出土土器実測図2（1／4）

4．包含層出土の遺物
調査区には第1両の遺構ののる暗褐色砂層が30－60cmの厚さで堆積し、この層中には弥生時

代中期～中・近世の遺物が含まれているO更にその上層には高取焼等の近世～近代の遺物を含

む茶褐色土～黄褐色砂層がある。また、挽乱壙からも包含層より混入した遺物が出土している。

出土遺物（Fig．28－34．PL．17）

49－52は弥生式土器である°49・50は壷。49は底径5．7cm。50は丹塗りで底径は9cm。胴部は

玉葱状の扁球形をなす。外面は丁寧な研磨、内面はナデ調整。

51・52は甕。51は丹塗りで、言縁部下には刻み目を施した三角

凸帯が1条巡る。外面が研磨、内面はナデ。内面には丹零れ

痕がある。52は口径29・6cm。逆「L」字状の言縁部下には浅い横

凹線が1条巡る。外面は縦ハヶ目、内面はナデ調整。

53－60は土師器である。53は口径6cm、器高10・3cmの蛸壷で

ある。言綾部は僅かに内傾し、砲弾形の休部上半には焼成前に

一孔を穿つ。内外面共に丁寧な押圧ナデ調整。胎土は精良で

細～小砂粒と雲母を含み、赤褐色。54－57は甕。54は口径13．8

cmで、言縁部は緩やかに外反する。55は口径13．6cm。口綾部

－　27　－

SD－209　　SD－209　　　SPl226

0　　　　　　　　　　　10cm
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Fig・27・第2面遺構出土土錘実測副周）
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Fig・28．包含層出土土器実測図1（1／4）
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は短く「く」字状に外反する。調整は外面が縦ハヶ目、内面はナデ。56は口径17．6cm。言綾部は短

く直言して「く」字状に外反する。外面は縦ハヶ目、内面はへラズリ後にナデ調整。胎土には砂粒

を含む。57は底径11cmの甕鹿部で、胴部は長胴になろう058は甑。太い把手は短く上方に張り出

す。胎土には石英砂と雲母を多く含む。59・60は高杯の脚部である。59は脚部が短くラッパ状

に開く。内外面共にナデ調整。胎土は良質で、赤褐色。60は脚中央部が小さく窄まる。胎土には

小一中砂粒を多く含む。

61－73は須恵器である。61は底径11cmの壷で、調整は外面がヨコナデ、内面はナデ。62－65は

埠蓋。62は口径10．8cmで、身受けの返りは鋭角的に内傾する。天井部は丸く、休部中位に凹線

状の稜がつく。63は口径10．2cm。身受けの返りは直言ぎみに短く立ち上がる。64は口径10．6cm、

器高3・4cm。身受けの返りは短く内傾し、平坦な天井部には宝珠形の摘みがつく。調整は口縁部

～休部がヨコナデで、天井部は外面がへラヶズリ、内面はナデ。65は口径14．4cmで、休部は平

坦で、言綾部は小さく下方に摘み出す。66－71は埠身。66は口径13cm、底径8cm、器高2．8cm。

休部は直線的に立ち上がり、言縁部は平坦に整える。休部がヨコナデ、鹿部はナデ調整。67～71

は高台付きの杯。高台は跳ね上げ気味のもの（69）と直線的なもの（67．68．70・71）があり、底

∈ヨ二二司4　∈≡ヨ－。三召6

ミ二っ言司5

、、二
♂77

⊂二二ヨーニ＝±ろ8

20cm

1－1－田11　　　i　　　　　　　　一一一一一一Ⅰ

Fig・29．包含層出土土器実測図2（1／4）
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径は8－9．2cmO体部はやや内題ぎみに立ち上がろう。72・73は高年。72は小型の高塀で、脚部は

短くラッパ状に開く。外面がヨコナデ、内面はヨコナデーナデ。

74－78は土師皿で、口径が6．4－8cmの小型のものと9・4－10．8cmの大型のものがある。休部は短

く内奪して立ち上がり、ヨコナデ調整。鹿部は糸切りであるが、76はへラヶズリ。79．80は瓦質の

鉢。79は口径24．2cmで、休部は内雪ぎみに立ち上がり、言綾部は平坦に仕上げる。80は口径21．6cm、

底径12・6cm、器高5．1cm。休部はストレートに外反する。胎土には砂粒を含む。81は口径33cmの瓦

質の火合。休部は直言して立ち上がり、言綾部直下には1条の三角凸帯が巡る。84は注言部と把手

を欠く素焼き陶器の土瓶で、口径7・5cm、底径6．6cm、器高11．6cm。

82・83は李朝白磁碗である。82は底径5・6cmで、青みの透明釉が全面に施釉されている。胎土は

＼・、∴長召。

壷二一一一車
載

一i一一・㎡一，－8－　－－－‾一一．－－一1－7＝cニー，．．て3
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Fig．30．包含層出土土器実測図3（1／4）
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白色でよく溶融し、見込みと畳付には砂目跡が4ヶ残る。83は口径13．5cm、底径5cm、器高6・1cm。

透明なうす灰色釉を全面に施釉するが、細かい氷製がある。見込みに4ヶ、畳付に5ヶの砂目跡が

！
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Fig・31．包含層出土土製晶実測図く1／2）

－　31－

ヽ

l

l

l

／

／

／



田
1／

／1

田
lI

ii

11

1l

口
、I

l、

口
1、

）l

－

1

1

1

1

5／
1

1

－

月

Ⅰ

（

／

1

Ⅰ

一

月

、

1

－L

0

訂
1

1

1

′

1

1

白

Fig．32・包含層出土土錘・石錘実測図（1／3）

ー　32　－

1

1

1

1

1

，

書

1

／

月

／、

下
月

Ⅰ

】

］

／

1

1

1

1

1

同



残り、底面には窯印様の線彫がある。15世紀未のものであろう。

85は口径20．8cmの滑石製石鍋。休部は内考して立ち上がり、言縁部は平坦に仕上

げる。言縁部下には削り出しの三角凸帯が1条巡る。調整は丁寧な研磨。

86－88は肥前系染付磁器。86は端反り口縁の碗で、蓋が付こう。口径10・4cm、器

高5．8。m。87は所謂「広東碗」で休部に鳥と稲東、見込みに波と舟を描く。口径11・

㎡

Fig・33．包含層出土
玉実測図（1／1）

3cm、器高6．2cm。88は口径8．4cm、器高6．3cmの蕎麦猪口で、休部には山水を描く。

89－96は陶器。89と90は燈火皿で、89は褐色釉、90は黄色釉を施す。89は口径7・4cm、器高1．9cm。

90は口径9cm、器高3。m。91はくすんだ白色釉の碗で、内底が輪状に釉ハギされる。92は褐釉の鉢

で、口径12．2cm、器高7．6。m。93は褐釉白彩の長頸壷で、底径5．6cm。鹿部は糸切り後に剃り込み高

台。94は緑釉白彩の長頸壷で、底径9．1cm。95～96は無釉の揺り鉢O胎土は赤褐色で、やや硬質。

95は口径28。m、底径13・4。m。96は底径15cm097は径5．5cmのハマ。98はトチンでケズリにより形成。

99は環状の焼台で、バリ先に褐釉が付着する。100－103は鉛かホウシャを用いた黄褐をベースに緑

釉、褐釉をたらす楽焼き系の人形。100・101は童子が犬（チン？）を抱き、博多では「ねぶり（おし

ゃぶり）人形」等と称された。100は高さ8．5cm、幅3．1cm、厚さ2・5cm。101は高さ8．5cm、幅3cm、

厚さ2・5cm。102は高さ5cm、幅5・2cm、長さ6・7cmの鳩笛。103ほおはじきの草覆で、長さ2・8cm、幅

2cm、厚さ7mm。104は手提ねの「猿回し」人形で右肩に猿、左手に笠を持つ。105～112は型抜き

の素焼き製品。105・109は童子の頭部。105は幅は2．5cmで、丸型の面相に特徴がある。109は博多中

の子系の童子人形で、瓜ざねの面相が特徴。106は恵比寿か大黒の面でピンク、青の顔料が残る。

107はミニチュアの燈篭で高さ4・1cm。108は馬の置物。110・111はミニチュアの城の屋根と石垣。112

は雲文を用いた置物の脚。

46－48と113－152は土錘。長さ5－6cmの小型品（137．138・140）、長さ7－9cmで径2－2．

6cmの中型品（112－121）と長さ

は5．5－7．5cmで径が3．5cmの大

型品（151・152）に3大別できる。

大型品は有孔のものと無孔で縦

横に凹線を彫んだものがある。

重量は小型品が13－20g、中型品

が25－50g、大型品が65－90g。

153は滑石の石錘で長さ5．8cm、

径2．1cm、重さは35．4g。縦に紐

掛けの凹線が彫まれている。

154は滑石の臼玉で直径7・5mm。

157－165は銅銭である。

Fig．34．包含層出土銅銭拓影（2／3）
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3・小　結

第22次調査では、遺物包含層上で土坑、石組遺構と溝を、その下層の古砂丘上で甕棺墓、土

壌墓と方形周溝墓からなる墳墓群を検出し、合わせて2両の遺構面を確認した。

第1面で検出した土坑や石組遺構、溝は中一近世に比定されるものである。これらの遺構や

包含屑中から出土した陶器や窯道具は紅葉山周辺にあった高取焼に関するものが多い。従来は

明治時代の中頃以降とされているが、共伴する肥前系磁器や燈火具等から江戸末～明治前半期

にあげて考える必要があろう。楽焼や手提ね製品等は江戸、名古屋、大阪等の城下の調査で類

例が出土しており、広域に分布した玩具のひとつと云えよう。また、燈篭や城のミニチュアは

「箱庭」に使用されたもので、今も前原市大字加布里の「二十六夜様」の行事等に見られる。

第2面では、甕棺墓17基、土壌墓1基と方形周溝墓1基を検出した。このうち甕棺墓は、弥

生時代中期後半のものである。初めに甕棺墓に先行して土壌墓があり、中期後半に甕棺墓域の

中心城を占める。更に古墳時代初め頃に方形周溝墓が造営されるとともに小児甕棺墓が営まれ

る。これは古砂丘の尾根上とその彿域に展開する藤崎遺跡における通有の墳墓城変遷を示す。

東に繋がる第7．2・13次調査区では106基の甕棺墓が検出されている。本調査区を合わせると

1，500㎡程の狭い空間城に藤崎遺跡の甕棺墓の50％を越す123基の墳墓群が濃密な分布を示し、

本調査区は甕棺墓盛行期の墳墓城の南西域を構成する。

一方、包含層中から出土した多くの土錘は、海浜に占地する藤崎遺跡の漁労集落的性格を如

実に裏付けるものであり、周辺の調査区でも報告されている。

，番 号 出土 地 点 （層 名 ） 長 さ（cm ）
最 大 径

（cm ）

孔 径

（cm ）

重 さ

（g ）－

4　－ S D 一 10 2 5 ．2 ＋ α 2 ．1・ 0 ．6　 －2 11 －．－0

5－ ／／ 4 ・1 ＋ α 2 ・1－ 1 ．0 12 ・9

6 ／／ 3 ・6 1 ・3 0 ．4
3 ．7

7 S X － 11 3 －　4 ．6 ＋ α 2 ．1 0 ・－8 － 1 9 ・3

44 S D － 2 0 9 8 ・6 1 ．5 0 ．6 2 5 ．7

′45 ／／ 8 ．5 2 ・4 0 ．7 2 8 ．－9

4－6 S P － 2 26 －6 ．8 2 ．0 0 ．6 1 9 ・7

11 3　－ 包 含 層 8 －2 2 ・3 0 ．6 3 9 ・6

11 4 －／／ －8 ・5 2 ・0 0 ・6 3 3 ・6

11 5 ／／ 8 ．6 2 ・ニー6 0 ．－7 4 2 －．2

11 6 ／／ 9 ．0 1 ・9 0 ・6 3 0 ．5 －

1・1 7 ／／ 8 ・6 2 －．6 0 ・8 5 1．・0

118　 － ／／ 8 ．2 ′ 2 ．5 0 ．7 5 0 ．1

11 9 ／／ 6 ．9 2 －．3 0 ・7 24 ．4

1－20　 － ／／ 7 ．8 2 ．5 － 0 ・6 3 8 ・1

1－2 1 3 ／／ 7 ・3 2 ・1 0 ・5 2 7 ．－2

1寧2 ／／ 7 ．6 ＋ α 2 ．0 0 ・6 2 4 ．0 －

123 － ／／ 6 ．2 ． 2 ．2 0 ．5　 －23 ．2

124 ： ／／ －6 ．－9 2 ．1 0 ．6　 －25 ．1

125 5 ／／ 7 ．0 1 ・8 0 ．7 18 ．5 －

126 1 1／ 7 ・0 1 ．8 0 ．7 19 ．3

1 27 1 ／／ 8 ．2 1 ．4 0 ．5 28 ．0

1 28　 － ／／ 6 ・4 ＋ α 2 ・1 0 ・5 －、24 ・8

1 2－9　 － ／／ 6 ．－7 ＋ α 1 ・由一 0 －．－5 22 ．7

番 号 出 土 地 点 （層名 ）－ 長 さ（cm ）
最 大 径

（cm ）

孔 径

（cm ）

重 さ

（g ）

13 0 包 含 層 7 ．1＋ d － 1－．8 0－耳 21 ．4 ．

13 －1 ／／ 6 ・7 ＋ α 2 ．2 0 －．8 － 3 0 ・0

－13 2 ／／ 6 ・6－＋ α 2 ．1 0 ．4 2 4 ．6 －－

13 3 ／／ 4 ．1 十 α 1 ．8 0 ．5 9 ．9

1－如 ／／ 5 一9 寸 α 2 ・3 　0 ・6 2 3 ・4

13 5 ／／ 4 ・6 ＋ α － 1 ．8 0 ・6 11 ．4

13 6 ／／ 5 ．0 ＋ α －2 －．1 0 ・6 18 ．3

13 7 ／／ 5 ．7 十 α 2 ・2　 － 0 ．8． ′－17 ・－2

13 8 ／／ 5 ．4 1－ 1 ．7 0 ・6 1台・0

13 9 ／／ 5∴2 2 ．1 － 　0 ．6 18 ．－1

14 0 ／／ 4 ・0 ＋ α 2 ．1 0 ．7 12 ・6

14 1 ／／ 6 ・4 1 ．6 0 ．6 16 ．0

14 2 ／／ 4 ．9 ＋ α 2 ．1 0 ．－6 15 ．4

14 3 1 ／／ 4 ．4 十 α ′－） 1 ．9 ／ 0 ．－6 13 ．0

14 4 ／／ 4 ．3 ＋ α 1 ．9 0 ．6 、 9 ・6

14 5 ／／ 4 ・6 ＋ α 2－．1 0 ・8 16 ．6

14 6 ／／ 4 ．4 1 ．6 0 ・3 9 ．8 －

14 7 ／／ 4 ．7 ＋ α 2 ．1 0 ．6 1 5 ・3

14 8 〃 4 ．－2 1 ・2 0 ・3 7 ．2

14 9 ／／ 5 ・5 十 α 1 ・8 ． 0 ・7 1 3 ・9

150 ／／ 5 一3 ＋ α 1 ・7 ．0 ・6 1 5 ・1

15 －1 ／／ 5 ．2 4 ・0 0 ・9 7 9 ．4

I5 2 ／／ 5 ・5　 －－ 3 ．1
－
6 4 ．6

Fig・35出土土錘一覧表
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IV　第23次調査

1．　調査の概要

本調査区は福岡市早良区高取2丁目15－19番地にあり、古砂丘の後背地上に位置し、藤崎遺

跡群の西南部にあたる。

調査は1992年10月26日より開始し、同年11月18日に終了した。調査面積は238㎡である。現地

表より80－90cm掘り下げた標高1．8m前後で、溝、土抗、ピット等の遺構を検出したが近現代の

挽乱が多く、遺構の保存状態は良好とは言えない。遺構面までの層序は表土、客土（30－40cm）、

茶褐色砂層（30－40cm）で遺構面の暗褐色砂層となる。さらに30－40cm程度掘り下げた黄褐色

砂層で上面でプランがわかりにくく、検出できなかった遺構を含む土抗、ピット等を検出し、

これを下面とした。

Fig．38・第23次調査区周辺現況図（1／400）
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Fig・37．第2次調査区遺構配置図（1／150）
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2．　調査の記録

溝（SD）

10号溝（Fig．38）

調査区中央、上面で検出した。南北に主軸をとり、やや東に蛇行している。幅150cm、深さ52

cmを測る。

出土遺物（Fig・39PL．20）

01は須恵器の蓋である。02・03は坪で、04は高塚の脚部である。いずれも混入品とおもわれ

る。05は岡安窯系の皿で休部中位で屈曲する。釉はやや厚めにかかる。07は白磁の口縁で端部

を平にしている。釉はうすくかかる。08は白磁の椀の鹿部で見込みに段を有し、その内側の釉

を輪状のカキ取る。釉はうすくかかる。

一一1嘉を＝

0　　　　　　　　　　10cm
1－1－　－l　　　　　　一一二］

Fig．39・10号溝出土土器（1／3）
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土坑（SK）

土坑は調査区上面、下面で合わせて5基検出した。また調査区中央の際に可能性のある1基

が、わずかにかかるが、断定できない。

1号土坑（Fig・40PL．19）

調査区中央に位置し、上面で検出した。平面形は長方形で、鹿部は平らである。長さ137cm、

幅120cm、深さ20cmを測る。壁はほぼまっすぐに立ち上がる。隅より釘が出土しており、また土

坑の掘り込み面が砂地であるにもかかわらず、壁が残ることから木の枠があった可能性がある。

遺物は須恵器の蓋（Fig・4209）が出土している。

2号土坑（Fig・41）

10号溝の西に位置し、下面で検出した。平面形は楕円形にちかく長さ133cm、幅97cm、深さ26

cmを測る。遺物は土師器の椀（Fig・4210）が出土している。

3号土坑（Fig・41PL．19）

調査区西に位置し、上面で検出した。平面形は隅丸長方形で、長さ145cm、幅120cm、深さ22cm

を測る。出土遺物はなかった。

4号土坑（Fig．41）

調査区西に位置し、上面で検出した。平面形は楕円形で、長さ104cm、幅77cm、深さ24cmを測

る。出土遺物はなかった。

5号土坑（Fig．41）

調査区東、北壁に切られて位置する。

上面でプランがわかりにくかったた

め、下面で検出した。平面形は楕円形

とおもわれ、現状で残存する長さ135

cm、幅131cm、残存する深さ10cmを測り、

中央部封覚乱されている。遺物は高塀

の埠部破片（Fig．4211）が出土してい

るが、混入品であるとおもわれる。
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Fig．40・1号土抗実測図（1／30）



H．1．6m

H．2・Om

0　　　　　　　　　　　　1m

ト111－1－　5　－　　　　－　－1

Fig・41．2－5号土抗実測図（1／30）
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出土遺物（Fig42・43PL20）

09は1号土坑出土。須恵器の蓋で天井部へラ切りのあとヨコナデ、内面はナデ。下半部は内

側面ともヨコナデ。復元口径14・6cm、器高2・5cmを測る。10は2号土坑出土。土師器の椀で外側

ナデ、内側へラ状工具によるナデ。鹿部にへラ記号？がある。復元口径16．0cmを測る。11は5

号土坑出土。高塀で外面は言綾部はヨコナデ、上半部は横方向のハヶメ、下半部は縦方向のハ

ヶメ。内面はハヶメ後、暗文を施す。口径は32・4cmを測る。12は上面のピットより出土。須恵

器杯で体部下半部は阿恵へラヶズリ、他はヨコナデ。復元口径12．0cmを測る。混入品とおもわ

れる。13は下部のピットより出土。須恵器杯で体部下半は回転へラヶズリ、内面ヨコナデ。14

は土師器の把手である。15～21は包含層出土。15－17は須恵器埠で15は休部外面下半部を回転

へラヶズリ、他をヨコナデ。復元口径10．2cmを測る。16は口縁部内外面ヨコナデ。復元口径10・8

cmを測る。17は口綾部内外一面ヨコナデ。復元口径10．0cmを測る。18は須恵器の椀で言綾部及び

休部内外面ともヨコナデ。鹿部は阿恵へラヶズリ。復元口径14．4cm、器高4・6cm、復元高台径10．

0cmを測る。19は高塀の脚部の小片で内外面ともヨコナデ。20は甕の言綾部で言綾部内外面とも

ヨコナデ。肩部はタタキ。小片で口径等はわからない0　21は飯蛸壷で内外一面とも指オサエ後ヨ

コナデ、鹿部内外面とも指オサエ。外面から上方へ穿坑している。その横にはへラ記号？があ

る。口径5．8cm、器高11．2C田を測る。出土時には内部に焼土が詰まっており、調査時に炉跡等の

遺構を見落とした可能性がある。22．23は撹乱土中より出土。22は甕で口綾部外面はハヶメ後

ヨコナデ、胴部外面ハヶメ、内面ヨコナデ。口径23．6cmを測る。23は須恵器の蓋で天井部へラ

切り、内面ナデ、下半部内外面ともヨコナデ。復元口径12・8cm、器高4．9cmを測る。

10cm

Fig．42・出土土器実測図①（1／3）
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Fig．43・出土土器実測図②（1／3）
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3．小　結

今回の第23次調査では、土坑5基、溝1条、ピット等を検出した。このうち、1号土坑は内

部を撹乱させており、詳しいことはいえないが、三方の隅より釘が出土しており、また挽乱土

中より木質が付着した釘も出ており木枠の存在した可能性が高く、木棺墓の可能怪も考えられ

る。時期については、須恵器の蓋が出土しているが、混入品とおもわれ時期の判断にはならな

いが、まわりの状況から考えて中世以降とおもわれる。

10号溝は出土遺物等から12世紀後半から13世紀代のものと考えたい。この溝は形態、規模、

方位等が第16次・18次調査で検出された溝とよく似ており、何らかの関連が考えられる。直線

距離にして約130m離れているため、安易なことはいえないが、接続する可能性も一部あるとお

もわれる。

また溝は、調査区外の南へさらに延びており、遺跡の範囲が南へ広がるのは確実である。
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藤崎遺跡第20次調査地点の地形と地質

磯　望（西南学院大・文）・下山正一（九州大・理）

1．藤崎遺跡周辺の地形と地質

藤崎遺跡は、金屑川右岸から西新・鳥飼八幡宮・西公園へと繋がる海岸砂丘列の西端に位置

する。藤崎から西新にかけての砂丘は、祖原山などの第三系の基盤岩からなる残丘群の博多湾

側の線を連ねるように分布し、砂丘上には弥生期～古墳期の遺構や遺物が広く散布している。

現在はこの砂丘の高まりの部分を中心として、藤崎～西新の商店街が位置している。

この砂丘列の基盤となる地質は、基盤の第三系の堆積岩と、これを直接不整合関係で履う層

厚数m程度の沖積層の「箱崎砂層」から構成されている。箱崎砂層は、縄文海進期およびそれ

以降に博多湾沿岸に堆積した砂層で、藤崎から西新にかけては下部層から上部層にかけて海浜

砂から風成砂へと変化することが多い。このことは沿岸州や後浜などの砂浜が基盤岩の上に直

接形成されはじめたのち、砂丘が形成される環境に移行したことを示している。

藤崎から西新にかけての砂丘列の下には、博多湾沿岸に広く分布する縄文海進期の海成層「博

多湾シル下層」をほとんど挟まない。この地域の砂浜形成以前に、明瞭な溺れ谷を形成する時

期が存在しなかったことを意味する。これに対して藤崎遺跡の南側に位置する高取から祖原山

にかけて点在する残丘の南側の低地は、縄文海進期に現在の金厨川河田付近から南東方向に溺

れ谷を形成し、博多湾シル下層の存在する海域となったことが認められている。この付近では

縄文海進のピーク後も干潟を構成して陸化が遅れていた。（図1）。

藤崎遺跡第20次調査地点の東側には、第三系の基盤岩からなる独立小丘があり、この丘から

北西方向には海抜高度4m前後の砂州状の高まりが室見川の河口方向に向かって300m程のび

ている（図2）。調査地点は、上述の砂州状の高まりの中軸から少し南にはずれた砂丘の端から

金屑川河口付近の縄文海進期の海の湾入部と接する位置にあたる。このため、この地域は両方

の環境の重合する場となり、このことは次にのべる堆積物の調査からも明らかとなった。

2．調査地点の地質断面と堆積環境

藤崎遺跡第20次調査地点から得られた地質断面を図3に示す。この地点の断面図の砂層は、

最上部の盛土部分を除くと、すべて沖積世の縄文海進最盛期以降に堆積した箱崎砂層に対比さ

れる地層である。しかしながらこの地点の箱崎砂層は、堆積環境の差異などを反映する層相上

の特徴から、更に細分できる。ここでは、細分された地層の特徴について記載し、その堆積環

境と年代について検討する。

礫層：
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海抜高度0．65－0．80m。礫は第三系砂岩のやや扁平な亜円礫～亜角礫からなり、あまり長距

離を移動しなかったことを示している。礫径は数cm一十数cm程度。これらの事実からは礫は調

査地点東側の独立小丘付近から波浪の作用で運搬されたものであろう。

海浜砂層：

海抜高度0．80－1．35m。比較的淘汰の良好な花崗岩質の砂からなる。西北西方向に3度ほど

傾く斜層理が認められ、西北西方向から押し寄せた波浪によって堆積した海浜の砂層であるこ

とがわかる。

シルトまじり砂層：

海抜高度1．35－2．0m。花尚岩質の粗砂を主体とするが、酸化鉄の斑紋を含む。斜層理は認め

られない。これらの特徴は波浪の影響よりも堆積後に陸城で水の移動の影響を示唆しており、

後浜の堆積物であろう。

褐色風成砂層：

海抜高度2．0－2．4m。酸化鉄を含む褐色の砂と、黒色の腐植が波状ないしは披状構造を形成

する。この構造は主としてレス起源の細粒風成堆積物に腐植が吸着して形成されたものである。

海抜高度2．2m付近には炭化木片が混入している。この木片のC14年代は2，370±70y・B．P．（G

aK－15080）である。

灰褐色風成砂層：

海抜高度2．4－2．75m。砂層中には黒色腐植の吸着による披状構造が発達し、風成の堆積物で

あることを示している。弥生期の土器片も混入する。下部の褐色砂層と比較すると、砂表面の

酸化鉄は見られない。

黒褐色腐植質砂層：

海抜高度2．75－3・0m。黒色腐植が集積した風成砂層。出土した遺物から、7－8世紀の生活

面に相当するものと考えられる。一部にこの時期の挽乱層も見られる。

人工盛土：

海抜高度3．0～3．6m。主として褐色の砂の盛土から成るが、一部にコンクリート片なども挟

む。

これらの層序から、調査地城の縄文海進最盛期以降の地形環境は次のように推移したものと

考えられる。縄文海進最盛期には、この地域は西側から海が入りこむ位置にあたり（図1）、調

査地点東側の第三系の残丘は波に侵食されて削られるとともに調査地点では亜円礫を堆積させ

た。箱崎砂層の堆積しはじめる3，000年前頃には、この残丘から北西方向に砂州が形成されるよ

うになり、次第に陸城に変わって行った。砂州が陸城になると、しばらくして砂丘砂が堆積す

るようになった。その年代は2370±70年前以前である。風成砂の堆積は7世紀までは継続した

が、その後は堆積していない。
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∈∃①［＝］②　Eコ⑨　臣ヨ④　団⑨　匡司⑥．－．へ⑦

図1　調査地域周辺の第四紀地質図
凡例

1：明治期以降の埋立地　　2：住吉層　　3：箱崎砂層　　4．須玖火山灰層

5：仲原礫層　　6：基盤岩類　　7：縄文海進最盛期海岸線

×印は藤崎遺跡第20次調査地点の位置

図2　調査地点周辺の地形学図
凡例

1：沖積低地　　2：海岸砂丘（A．B．Cは砂丘例）　3：人工改変地

4：谷底平野　　5：中位段丘　6：麓層面　　7：丘陵　　8：等高線

×印は藤崎遺跡第20次調査地点の位置
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m　（海抜高度）

Cコとっく0°ロ ロ⊂つロコロ
．　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　．　　　　．

ふ．．、．．・・．・．了．．・－・．・・．

「．．．．：・－．！．土・．・工

亘去壷料遠さ義彦

人工盛土

黒褐色腐植質砂層（7世紀後半遺物含む）
灰褐色風成砂層（黒色腐植質砂の赦状構造を含む）

褐色風成砂層（黒色腐植質砂の赦状構造と炭化木片を含む）
炭化物の年代は2，370±70y．B．Pi（GaK－15080）

砂層（一部シルト質で酸化鉄の結核含む）

海浜砂層

磯層（第三系砂岩亜円磯）

図3　藤崎遺跡第20次調査地点の地質断面図
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